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2025 年度（令和 7 年度）薬価中間年改定及び国家戦略に関する意見 

 

日本製薬工業協会（JPMA）、米国研究製薬工業協会（PhRMA）、欧州製薬団体連合会（EFPIA）の３団

体は、2025 年度（令和 7 年度）薬価中間年改定及び国家戦略に関する意見をとりまとめました。詳細

は別添（日本語版／英語版）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【本件に関する問合せ先】 
 日本製薬工業協会(JPMA) 広報部 

TEL：03-3241-0374  お問い合わせフォーム： https://www.jpma.or.jp/inquiry/ 
 米国研究製薬工業協会（PhRMA） 広報事務局（株式会社パウエルテイト内）  

TEL：03-5427-7322  E-mail： phrma_jp@powelltate.com 
 欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan） 渉外・広報委員会 

サノフィ株式会社 下野由絵 
TEL: 090-2736-8171  E-mail： yukie.shimono@sanofi.com 
 

◆団体概要 
 
日本製薬工業協会 (JPMA) 
製薬協は、研究開発志向型の製薬企業 70 社（2024 年 10 月 1 日現在）が加盟する任意団体です。
1968 年に設立された製薬協は、「患者参加型医療の実現」をモットーとして、医療用医薬品を対象と
した画期的な新薬の開発を通じて、世界の医療に貢献してきました。 
製薬協では、製薬産業に共通する諸問題の解決や医薬品に対する理解を深めるための活動、国際
的な連携など多面的な事業を展開しています。また、特に政策策定と提言活動の強化、国際化への
対応、広報体制の強化を通じて、製薬産業の健全な発展に取り組んでいます。 
 
米国研究製薬工業協会（PhRMA） 
PhRMA は、世界の主要な研究開発志向型革新的医薬品企業を代表する団体です。PhRMA 加盟企
業は、人々の生活を変革し、健康的な人生を送ることができる世界を創るために、革新的な医薬品
の開発に注力しています。PhRMA は、患者さんが疾患の予防、治療、および治癒に必要な医療に
アクセスし享受できる解決策を求めて活動しています。直近 10 年間で、PhRMA 加盟企業は新たな
治療・治癒の研究開発のために 8,000 億ドル以上を投資しました。 
 
欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan） 
2002 年 4 月に設立された EFPIA Japan（https://efpia.jp/）には、日本で事業展開している欧州の研
究開発志向の製薬企業 23 社が加盟しています。2023 年の加盟各社の総売上高は、日本の製薬市
場の売上の約 28%を占めています。EFPIA Japan の使命は、“革新的な医薬品・ワクチンの早期導
入を通じて、日本の医療と患者さんに貢献する”ことです。EFPIA Japan は日本の医療向上に向けて
政策決定者との対話を強化することを目指しています。 
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日米欧製薬 3 団体共同声明 

2025 年度（令和 7 年度）薬価中間年改定及び国家戦略に関する意見 
 
 

日本製薬工業協会（JPMA）、米国研究製薬工業協会（PhRMA）、欧州製薬団体連合会（EFPIA）
は、日本で活動する世界有数の研究開発型の革新的医薬品企業を代表しています。私たちは、石破茂
首相の新政権発足をお祝い申し上げるとともに、革新的新薬の研究開発・安定供給を通じて健康長寿
社会の実現を目指す観点から、下記の通り意見を表明いたします。 

 
記 

 
私たちは、これまで、ほぼ 10 年の間、度重なる薬価算定ルールの変更や特許期間中の新薬の毎年

薬価改定により、日本の創薬イノベーション・エコシステムの環境が競争上不利な立場に置かれている
ことについて懸念を表明してきました。日本は、今、引き続き研究開発投資が停滞し、ドラッグ・ロスの再
来に直面しています。このような中、私たちは、20２３年 12 月に決定された 2024 年度（令和 6 年度）
の薬価制度改革を、これまで行われてきた政策のネガティブな流れを変える重要な一歩として歓迎して
います。 

しかしながら、国際的に競争力がある創薬イノベーション・エコシステムに転換していくためには、日本
は改革の歩みを止めず、決して後退してはなりません。そこで私たちは、この目標を念頭に、本年後半に
政府が行う決定において、以下の政策を優先すべきであると考えます。 
 
意見 1：中間年改定の廃止、制度改革の後退をやめる 
 

2024 年度（令和 6 年度）薬価制度改革により、新薬創出等加算の適用基準が改善され、今後上市
される医薬品は特許期間中に薬価を維持できる可能性が高まりました。しかしながら、未だ革新的医薬
品の約半数が毎年の薬価引き下げの対象となり得る状況が続いています。 

このような状況にも関わらず、政府においては、中間年改定で適用されるルールの拡大（新薬創出等
加算の累積額控除や市場拡大再算定など）や費用対効果評価の拡大が検討されています。このような
イノベーションを阻害する政策は、2024 年度（令和 6 年度）薬価制度改革のポジティブな機運に逆行
するものであり、決して行うべきではありません。その代わりにむしろ、日本は、イノベーションと患者さん
へのアクセスを促す薬価制度の必要性を改めて再確認すべきときと考えます。 

 
意見 2：省庁横断的な組織のもと、新たな革新的医薬品産業に関する国家戦略の策定 
 

適切な政策とプランがあれば、日本は、ドラッグ・ロスを防ぎ、創薬分野における世界のリーダーシップ
を取り戻し、経済成長を促進させる国内外の革新的医薬品産業の研究開発投資を呼び込む可能性が
あります。そのためには、創薬イノベーション・エコシステムを構成するすべての要素が確実に機能するよ
うに、大胆な国家戦略とイノベーションを促進する改革が必要です。 

これを実現するためには、日本政府の強いリーダーシップと産業界との協力が必要です。このため、来
年の官民協議会においては、省庁横断的な常設の組織のもと、国家戦略と KPI を策定し、また、国内外
の革新医薬品企業との定期的かつ実りある議論を行う場を設置することを提言します。私たちは、共通
の目標を達成するため、日本政府のパートナーとして貢献していく所存です。 

以上 

別添（日本語版） 



 
 

Joint Statement on Proposals for the FY2025 Off-year Drug Price Revision 
and National Biopharmaceutical Strategy 

 
 
The Japan Pharmaceutical Manufacturers Association (JPMA), Pharmaceutical Research and 
Manufacturers of America (PhRMA) and European Federation of Pharmaceutical Industries and 
Associations (EFPIA) collectively represent the world’s leading biopharmaceutical research 
companies operating in Japan. We congratulate Prime Minister Shigeru Ishiba on his new 
administration and offer the following statement with the aim of realizing a society of health and 
longevity through the research, development and stable supply of innovative medicines.  
 
We have previously raised concerns about the state of Japan’s biopharmaceutical innovation 
ecosystem, which is at a competitive disadvantage following nearly a decade of changes to drug 
pricing rules and annual price cuts to patented medicines. Japan now faces a resurgence of 
drug loss as life sciences investment continues to decline. We welcomed the FY2024 National 
Health Insurance (NHI) drug pricing reform in December 2023 as an important first step to 
reverse these negative trends. 
 
However, to restore a globally competitive biopharmaceutical innovation ecosystem, Japan 
must stay the course and not backslide on policy reforms. With this goal in mind, we propose 
that the following policies should be prioritized in government decisions later this year.  
 
Proposal 1: Abolish the FY2025 Off-year Drug Price Revision and Oppose Backsliding Policies 
 
The FY2024 drug pricing reform improved the eligibility criteria for the Price Maintenance 
Premium (PMP), increasing the likelihood that medicines launched in the future can maintain 
their prices during the patent period. However, approximately half of innovative medicines still 
receive annual price cuts.  
 
Despite this, government discussions are underway to expand the rules applied in off-year drug 
price revisions (e.g., early return of the PMP and market expansion repricing) and to expand the 
role of cost-effectiveness analysis. These anti-innovation policies would reverse the positive 
momentum of the FY2024 drug pricing reform and must be abandoned. Instead, Japan should 
reaffirm the need for an NHI drug pricing system that incentivizes innovation and patient access. 
 
Proposal 2: Create a New National Biopharmaceutical Strategy Under Cross-ministerial Body 
 
With the right policies and plans, Japan can prevent drug loss, restore its global leadership in 
drug discovery and attract global biopharmaceutical industry investment that drives economic 
growth. A bold new national biopharmaceutical strategy and pro-innovation reforms are required 
so that all parts of the biopharmaceutical innovation ecosystem function fully. 
 
To realize this, Japan needs strong government leadership and collaboration with the private 
sector. Next year’s Public-Private Council should develop a new national biopharmaceutical 
strategy and KPIs under a permanent cross-ministerial body and include a platform for regular 
dialogue with the global biopharmaceutical industry. We look forward to working with Japan as 
partners to achieve these shared goals. 

別添（英語版） 




